
 

 

 

 

 

＜はじめに＞ 

 産業医科大学小児科医局員、小児科入局を表明している初期研修医・学生の皆さん、日

ごろの業務および勉強ご苦労様です。 

 2 月初めに医師国家試験が行われ、卒後の進路で小児科を選んでくれた皆さんも受験さ

れました。まずはお疲れ様でした。そして、卒業旅行に行かれた方は楽しかったですか？

結果はどうなるか分かりませんが、全員が見事合格することを願っております。3 月中に

お会いできることがあると思いますので、国家試験の勉強の苦労話や楽しかった卒業旅行

の話などをぜひ聞かせてください。 

 毎月配信しております小児科通信をお送りします。今回も大学で行われたイベントや学

会参加予定などをお知らせします。小児科入局を表明していただいた学生の皆さんと当教

室に興味を持っていただき見学に来られた学生さんと先生にもお送りしております。提供

する情報に興味を持っていただけると嬉しいです。 

 通信を読んだ感想やご意見・ご要望を小児科通信制作責任者（hoshina@med.uoeh-

u.ac.jp）までお寄せください。 

 

＜2 月の医局行事＞ 

2 月 2 日 18 時～ 令和 6 年第 1 回小児科医局説明会 

医学部 5 年生を対象にした医局説明会を開催しました。14 名が参加してくれま

した。医局で福田医局長から教室の概要を説明してもらい、その後、ダイニン

グ慶で食事会を行いました。食事会はとても楽しい会となりました。クリニカ

ルクラークシップが始まったばかりであり、複数の進路で迷っている方も多い

と思いますが、参加してくれた皆さんの多くが将来の進路に小児科を選んでく

れることを願っています。 

2 月 19 日 産業医科大学小児科クリニカルカンファレンス 

担当は腎臓グループで、斉宮先生、平川先生、煙草谷先生が、「日常診療に潜

む小児の AKI」というテーマで発表しました。 

2 月 20 日 産業医科大学小児科入局予定の初期研修医近況報告会 

初期研修中の小児科入局予定者の近況を聞かせてもらう会を Web で開催しま

した。初期研修 2 年目の先生は、3 月で初期研修を終え、4 月から小児科を専

門とした後期研修が始まります。色々と不安なこともあると思いますが、先

輩方が優しくかつしっかり指導してくれますので心配しなくても大丈夫で
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す。1 年目の先生は、引き続き初期研修で様々なことをしっかり経験し、来年

の 4 月に産業医大の研修プログラムで後期研修を行ってくれることを願って

います。 

2 月 29 日 産業医科大学小児科セミナー 

担当は新生児グループで、菅先生、田中先生と当院脳神経外科の長坂先生が、

「新生児・乳児における位置的頭蓋変形（頭のゆがみ）に対するヘルメット療

法を含む最新の知見 －脳神経外科と小児科の視点から－」というテーマで発

表しました。 

 

＜3 月の医局行事予定＞ 

3 月 2 日 第 524 回日本小児科学会福岡地方会 

九州大学病院ウェストウイング棟臨床大講堂と Web のハイブリッド開催です。

  産医大からは、山口先生と煙草谷先生（北九州総合病院の症例）が発表しま  

  す。 

3 月 4 日 19 時～ 第 17 回八幡地区病院小児科合同カンファレンス 

  場所 産業医科大学大学 2 号館 2 階 2208 教室 

年 2 回（9 月、3 月）に八幡地区の小児科診療を行っている病院間で合同カン   

ファレンスを行っています。今回は、「便通異常のある小児の原因（診断）・治

療」というテーマで以下の 3 演題を発表していただきます。多くの先生の参加

をお待ちしています。 

1. 排便コントロールに難渋したうっ滞性腸炎の 3 例 

JCHO九州病院小児科 大村 隼也 先生 

2. 集中治療室での管理を要した重症下痢症の乳児例 

北九州市立八幡病院小児科 竹井 文哉 先生 

3. 幼児期に Peutz-Jeghers 症候群と診断され、思春期に巨大結腸症を契機に 

Hirschsprung 病の合併が判明した 1 例 

 産業医科大学小児科 村川 沙織 先生 

3 月 6 日 産業医科大学卒業式 

小児科入局を決めてくれた 5 名が卒業されます。今年は久しぶりに大学主催の

卒業祝賀会（謝恩会）が開催されますので、会終了後に小児科独自の卒業生を

囲む会を開催します。教室員の皆さんはぜひ参加して、卒業生をお祝いしまし

ょう。 

3 月 19 日 令和 5 年度教室送別会 

今年度の退局者、3 月で産業医大小児科から他施設に異動する先生の送別会を

開催します。時間のある先生はぜひ参加してください。 

3 月 28 日 18 時～ 産業医科大学小児科セミナー 



   演題名 小児心臓カテーテル治療 

－その症例、カテーテルで治療できるかも－ 

    演者 清水 大輔、眞鍋 舜彦 

    場所 産業医科大学大学 2 号館 2 階 2208 教室 

3 月のセミナーは、清水先生と眞鍋先生に循環器疾患についてお話ししてもら

います。 

 

4 日および 28 日開催のカンファレンスは、会場と Zoom を使った Web 配信のハイブリ

ッド開催です。遠方からも聴講できますので、興味のある方は医局まで連絡してくださ

い。視聴方法をお知らせします。 

 

＜3・4 月開催予定の学会・研究会＞ 

 3 月および 4 月上旬に医局員が参加する予定の学会・研究会をお知らせします。 

 

3 月 2 日 第 524 回 日本小児科学会福岡地方会 

（福岡・九州大学病院ウェストウイング棟臨床大講堂） 

発表予定者：山口、煙草谷 

3 月 3 日 第 29 回九州沖縄腎生検フォーラム（九州大学病院） 

参加者：斉宮、平川 

 

 上記に興味があり、参加を希望される方および詳細を聞きたい方は、小児科医局に電話

（093-691-7254）をいただくか、メール（hoshina@med.uoeh-u.ac.jp）をお送りくださ

い。学会参加費を補助することも検討しています。 

 

＜論文掲載情報＞ 

 当科医局員が筆頭著者もしくは共著者として名前の入っている論文の掲載情報です

（1・2 月掲載分）。小児科専門医取得のためには、自身が筆頭著者である論文が必要にな

ります。当教室では、修練医にも積極的に論文作成に携わってもらい、専門医試験の受験

資格をクリアできるよう指導しています。また、できるだけ英文雑誌への投稿を勧めてい

ます（PubMed に自分の名前が出てくると嬉しいですよ）。このことは、市中の総合病院

ではなかなかできない利点だと思います。論文を作成することで、より理論的な考え方が

できるようになります。診療の視点を広げるためにも、論文作成に積極的に取り組みまし

ょう。 
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＜おわりに＞ 

 小児科通信第 83 号はいかがでしたか。掲載した情報が皆さんの役に立てば嬉しいで

す。 

今回から 2 月の医局説明会に参加してくれた 5 年生の皆さんにも小児科通信を配信して

います。毎月の行事や教室の先生の経験談など小児科の現況がよく分かる構成になってい

ます。時間があるときで構いませんので、ぜひ読んでいただき、もし感想があればメール



を送って下さい。お待ちしています‼ 

 私事になりますが、3 月末で産業医科大学を退職し、4 月から福岡市立こども病院で勤

務することになりました。この小児科通信は、私が医局長を務めることになった 2017 年

に配信を開始し、間もなく 7 年が経とうとしています。今回の小児科通信が、私が作成す

る最後となります。この通信を配信させてもらった人たちのどのくらいが読んでくれてい

たかは分かりませんが、毎月の教室の状況を把握してくれたり、日々の診療の糧にしてく

れている人が一人でもいればこれほど嬉しいことはありません。私は、産業医科大学小児

科学教室を離れますが、4 月からは守田 弘美 先生と桑村 真美 先生が小児科通信の作成

を引き継いでくれます。日々の診療や勉強で忙しいとは思いますが、引き続き、少しでも

通信を読んでくれると嬉しいです。 

 最後にこれまで多くの皆さんの協力で小児科通信を毎月配信できたことに感謝いたしま

す。同じ小児科医として当教室の皆さんが活躍することを影ながら応援しています。 

文責：保科 隆之（小児科通信制作係） 


